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、「 」 。西呉寺遺跡において 尹家城類型 が見られる
一方濰県獅子行遺跡では、ともに、有附加堆紋板
形足罐形鼎と平底実足鬹のセットが見られる。鼎
足に附加堆紋を施すのは「尹家城類型」に特徴的
なものであり 尹家城類型 の影響のもとで 姚、「 」 「
官荘類型」が変質したと考えられる。

卒業論文概要
古代北陸における円面硯の形態的特性

神殿和志
古代北陸の陶硯については、主に吉岡康暢氏

の論稿がある。吉岡氏は、楢崎彰一氏による全
国的な型式分類に従いながら、北陸 国の陶硯に7
ついての型式分類・地域性を論じている。ただ
し、北陸地域型の設定という課題が残されてお
り、そのための素材が必要となっている。そこ
で本論では、地域型の設定に近づくことを目的
とし、まずは陶硯の中でも出土量の最も多い円
面硯に絞って、北陸内における形態変化や地方
色をしっかりと捉えたいと考えた。
分析にあたっては、南の若狭国から佐渡国ま

でを、郡単位に分けて製作時期の古い資料から
順に概観した。時期に関しては、製作時期の傾
向を考慮し、Ⅰ Ⅱ期、Ⅲ Ⅳ期、Ⅴ期以降の 段. . 3
階に分けて考えている。そして各報告書等を参
考にそれぞれの資料の特徴を整理しながら、国
単位、郡単位に見られる類似点や相違点を探っ
た。その時に着目した個所として、型式・脚台
部・硯面部・突帯・全体的な大きさ、形態、精
巧度が挙げられる。同時に、遺跡種別について
も留意し、円面硯の形態的特性と関係があるか
を考えた。

その結果得られた
結論としては、形態
的に着目した各部に
おいて、越前～越中
にかけては一定の流
れで変化していたこ
とが分かった （ ）。 1

型式については、基本的には時期を 段階に分け3
た順に、無堤有溝式―有堤式―無堤無溝式という
流れになっている （ ）脚台部に関しては、初期。 2
の透しは数が多く、大きさも大きく穿たれている
が、時代を追って少なくなっていき、Ⅴ期以降に
なるとなくなったり、あっても小さくなる （ ）。 3
硯面部の作りについては、陸部は平らな作りから
ⅢⅣ期に入り弧状に隆起させるようになり、Ⅴ.
期以降は縁部よりも高い位置にくるようになって
いく。海部は初期段階で決まった形態はなかった
が、徐々に浅くなっていき、Ⅴ期以降には海部と

有堤式円面硯
（古沢窯出土）

しての機能を果たし得ない資料も出てくる。堤は
有堤式の内堤において、ⅠⅡ期は誇張させた作.
りであり、ⅢⅣ期までは縁部と同じ高さかそれ.
より少し高く作り、しっかりと陸と海を隔ててい
るが、Ⅴ期以降には低く、小さなものになる傾向
がある （ ）突帯については、ⅠⅡ期はしっか。 4 .
りとした作りで付けられているが、徐々に小さく
なり、Ⅳ期代には微弱化した資料が出現し、Ⅴ期
以降になると省略された資料が多く見られるよう
になる （ ）全体的には、初期の資料は大型で重。 5
厚感のある秀品が多いが、Ⅳ期代から小型で薄手
作りの資料が出現し、Ⅴ期以降になると器形や作
工が当時の日常容器と同じになっていく。以上の
ような流れの中でも、加賀北部～越中西部では、
初期から様々な型式が作られたり、特殊な透しや
形態が存在したりと、北陸内でも先行的で、製作
の中心地であったと思われる。そしてこれらの流
れ・特徴を、北陸における円面硯の形態的特性と
考えた。一方で、各部の特徴が悉く越中以西と異
なった越後・佐渡においては、同じ北陸地域では
あるが、円面硯の製作に関しては東国の影響を受
けていたと指摘した。また若狭国においては、資

。料数が 点のために考察の対象にはできなかった1
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仏教彫刻の特徴の一つに仏像がその意思を表
すときに持物ではなく身振りでその意思を表現
するというものがあり、これは印相と呼ばれて
いる。その中でも右手の掌を胸の前に掲げる仕
草は施無畏印と呼ばれ仏陀の取る最も典型的な
印相の一つとして仏像誕生直後からよく用いら
れる印相であった。
このような仕草が仏陀の取る仕草の主要なも

のの一つになったからには、この右手を掲げる
仕草が当時何らかの重要な意味を持っていたと
考えられる。
西アジアに目をむけてみると、パルティアや

アケメネス朝でも同様の右手を掲げる仕草が多
く見られる。このことは仏像の成立過程から言
っても仏陀の施無畏印に何らかの影響を及ぼし
たと推測できる。また西アジアを眺める際にさ
らに古代オリエントにも目を向けてみると、同
様に古代オリエントにおいても右手を掲げる仕
草があることがわかる。さらに、古代オリエン
トにおける右手を掲げる仕草はアケメネス朝に
おいてアフラマズダーが乗り王権神授を行って
いた有翼円盤と共に多くあらわされている。こ
れらのことから施無畏印の起源は西アジアさら
には古代オリエントにおける有翼円盤に付随す
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る右手を掲げる図像からきているのではないか
と考え考察した。
その結果古代オリエントにおける右手を掲げ

る図像には、ハトホルを初め豊饒をつかさどる
とされる女神達が付随し、さらに右手を掲げる
仕草は保護を表すことが分かった。そして図像
では王がその女神に自身の王権の保護をもとめ
ているのである。これはアケメネス朝における
王権神授の観念に通じるものであり、図像の構
成はもとより意味においてもアケメネス朝が古
代オリエントにおける右手を掲げる図像を踏襲
していたことが分かる。
さらにアケメネス朝における王権神授の観念

からくる王権の保護とそれに対する制約という
右手の持つ意味はパルティアにおいてミトラ信
仰と結びつき、死者に対する来世への保証とい
う意味が付加された。
その結果クシャ－ン族が西アジアの文化を媒

介し仏像が作られる際に、燃燈仏が釈迦に来世
仏陀になるという予言を与える授記の意味が、
パルティアにおいて右手を掲げる仕草が持つ死
者に対しての来世への保証という意味と結びつ
き施無畏印が誕生したと考えるのである。

パーンチカ像成立の研究
土本稔格

パーンチカ神（ ）は、クシャン朝（ 世Pancika 1
紀～ 世紀）支配下の北西インドにおいて、彼の3
妻ハリティー女神（ ）と共にペア像としてHariti
表現され、豊饒と富をつかさどる夫婦像として
広く信仰されていた。しかし、パーンチカ神の
像容は多様であり、その像の成立の過程も、多
様性の原因も不明確なままであった。

バッホファーは、
パーンチカ・ハリテ
ィーペア像の原型
を、イラン系クシャ
ン民族の富の神であ
るファッロー神と、
豊饒をつかさどるア
ルドクショー女神の
ペア像であるとし、
多様性の原因を、こ
のペア像が北西イン
ドに既存した様々な
文化の影響を受けて

変化したためとした。彼の説を再検討するため
に北西インドにおけるファッロー・アルドクシ
ョーペア像を含めたパーンチカ・ハリティーペ
ア像を収集し、分類を行った結果、インド型、

パーンチカ・ハリティー像

西方型、クシャン型、ギリシャ・ローマ型の四
類型にペア像が分けられることが解った。この
なかでクシャン型のみファッロー神とのつなが
りを明らかに示すものの、その他の型には直接
の関連性はなかった。
そこで本論では、パーンチカ神は明確な原型

を持たず、北西インドに住む様々な文化背景を
持つ人々が、独自に豊饒のペア像という概念の
具現化を試みた結果、パーンチカ神の像容が多
様化したのではないかという仮説を立て、クシ
ャン型には見られないその他の型独自の持物、
特徴を分析し、その起源の考察を行った。分析
の結果、これまでクシャン型のファッロー像の
影響と見られていたインド型のパーンチカ像が
持つ槍は、軍神的な側面を象徴するのではなく
子供を護るという門番的な要素を示唆するもの
だと解った。ギリシャ・ローマ型の酒盃は、コ
インのファッロー像の持つ器が転じたものでは
なく、ヤクシャとバッカスの混交から生じた豊
饒のシンボルであることが、この型の背景に表
現される樹林から導き出された。これらの持物
は、インド固有の概念及びインドとヘレニズム
の概念の融合に起源が求められ、クシャン族の
影響は見られなかった。分類の結果とこの考察
から、クシャン型に対するその他の型の独自性
が明らかになり、本論の仮説の整合性が確かめ
られた。同時にパーンチカ像の消滅の原因につ
いても考察を行った。パーンチカ単体像の分析
と文献史料の考察の結果、豊饒のペア像の具現
化は極めて女性像に依存した形でなされ、男性
像であるパーンチカの存在意義は希薄なもので
あったことが解った。このことは、インドのパ
ーンチカ神の概念を最も強く反映していて、本
来の意味でパーンチカ神であるといえるインド
型も例外ではなかった。はじめは職能を持って
いなかったパーンチカ神は、ハリティー女神が
豊饒と多産の職能を持ったことで、子供と家族
を護る職能が付加された。しかし、各型のペア
像の統合が進む中で、インド型には見られなか
った金銭的な富をつかさどる職能をパーンチカ
が担うようになった。その結果、ハリティー女
神は単独で子供を護る神となり、富の神となっ
たパーンチカは、インドに既存した財宝神であ
るクベーラ神にその職能を吸収されて存在意義
を失い、クシャン朝以降に図像化されることが
無くなるのである。豊饒のペア像の概念につい
ては、その起源などは断定できないが、北西イ
ンドという様々な文化の混交する地で、豊饒の
ペア像を具現化するという大きな美術的な流れ
が生まれたのは間違いないだろう。


